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「
救
世
主
の
国
」
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
か
ら

―
正
念
場
を
迎
え
た
国
家
再
建
―

一
二
年
に
わ
た
る
激
し
い
内
戦
の
末
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
平
和
と
民
主
化
へ
の

道
を
歩
み
始
め
た

。
中
南
米
各
国
に
共

。

通
す
る
「
政
治
的
暴
力
」
と
「
富
の
偏
在

の
シ
ス
テ
ム
」
を
、
こ
の
中
米
の
小
国
は

本
当
に
改
革
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
国
連

の
介
入
に
よ
る
完
全
停
戦
、
軍
部
の
再
編

成
、
反
政
府
ゲ
リ
ラ
の
武
装
解
除
、
土
地

問
題
の
改
革
、
そ
し
て
平
和
条
約
に
沿
っ

た
総
選
挙
の
実
施
―
。
今
秋
の
国
連
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
監
視
団

Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｌ
）

(

の
完
全
撤
退
後
、
新
し
い
国
造
り
が
彼
ら

自
身
の
て
に
託
さ
れ
る
。

首
都
・
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
の
市
場
や
デ

パ
ー
ト
に
は
物
が
あ
ふ
れ
、
道
路
に
は
新

車
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
走
り
回
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
一
二
年
の
内
戦
を
経
験
し
た

国
の
直
後
な
の
か
。
そ
の
様
子
は
、
東
京

と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
本
当
に
こ
の

国
が
貧
困
で
苦
し
ん
で
い
る
と
は
と
う
て

い
信
じ
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
も
見
せ

か
け
の
経
済
発
展
で
あ
る
。

現
在
、
こ
の
国
の
歳
入
の
第
一
は
、
皮

肉
な
こ
と
に
、
内
戦
に
よ
っ
て
海
外
に
逃

れ
た
家
族
か
ら
の
送
金
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
額
は
、
輸
出
の
第
一

位
を
占
め
る
コ
ー
ヒ
ー
の
約
一
・
五
倍
に

も
達
し
て
い
る
。

年
の
華
や
か
さ
や
豊
か
さ
に
比
べ
、
地

方
の
村
は
電
気
や
水
道
の
な
い
状
態
が
続

き
、
い
ま
だ
貧
困
の
中
に
置
か
れ
た
ま
ま

で
あ
る
。

年
の
犯
罪
は
増
加
し
、
都
市
と
農
村
の

格
差
も
広
が
り
続
け
て
い
る
。
問
題
は
、

そ
れ
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
だ
。

町
を
歩
い
て
い
た
自
動
小
銃
姿
の
兵
士

が
、
ス
ラ
ム
地
区
の
入
り
口
で
警
戒
し
て

い
た
兵
士
が
、
そ
し
て
橋
・
道
路
を
警
備

し
て
い
た
兵
士
が
い
ず
れ
も
消
え
て
い

た
。
停
戦
条
約
に
基
づ
く
政
府
軍
の
改
革

は
着
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
だ
が
、

元
ゲ
リ
ラ
戦
闘
員
た
ち
の
社
会
復
帰
は
そ

う
簡
単
に
い
か
な
い
。

平
和
条
約
に
則
っ
て
、
ゲ
リ
ラ
組
織
を

解
体
し
、
新
た
に
創
ら
れ
た
国
家
市
民
警

察
（
Ｐ
Ｎ
Ｃ
）
に
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
編
入

さ
せ
る
と
い
う
手
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
、

一
二
年
に
及
ぶ
内
戦
の
結
果
、
幼
い
頃
か

ら
戦
闘
し
か
知
ら
な
い
若
者
は
、
精
神
面

に
於
い
て
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い

た

ア
メ
リ
カ
人
精
神
治
療
士
に
よ
る
と

。

、

「
一
〇
分
間
、
じ
っ
と
落
ち
着
い
て
机
に

向
か
っ
て
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
言
う
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
は

言
っ
た
警
察
学
校
も
満
足
に
修
了
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｎ
Ｃ
は

人
材
が
不
足
し
、
何
度
も
人
権
侵
害
を
非

難
さ
れ
、
現
在
は
解
体
さ
れ
て
い
る
旧
警

察
部
隊
か
ら
人
員
を
集
め
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
何
の
た
め
の

改
革
か
わ
か
ら
な
い
。

<
>

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

・
停
戦
条
約
発
効
後
、
メ
ル
カ
ー
ド
（
市

場
）
を
歩
い
て
い
る
と

「
娘
の
写
真
を

、

撮
っ
て
お
く
れ

と
声
を
か
け
ら
れ
た

」
、

。

メ
ル
カ
ー
ド
の
中
は
活
気
に
溢
れ
、
人
々

の
生
き
る
力
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
シ
ン
ナ
ー
を
吸
い
、
眠
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
男
の
子
。
こ
こ
は
首
都
サ
ン
サ
ル
バ

ド
ル
の
中
心
地
・
バ
リ
オ
ス
広
場
。
二
年

前
、
平
和
停
戦
の
祭
典
が
行
わ
れ
た
公
園

で
も
あ
る
。
当
時
、
ま
っ
た
く
目
に
つ
か

な
か
っ
た
、
路
上
生
活
を
す
る
子
ど
も
た

ち
が
た
む
ろ
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。



・
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
祭
の
準
備

を
す
る
か
た
わ
ら
で
、
シ
ン
ナ
ー
を
吸
う

男
が
横
た
わ
る
。
停
戦
直
後
の
二
年
前
よ

り
、
ス
ラ
ム
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
裏
通

り
で
寝
込
む
酔
っ
ぱ
ら
い
の
数
が
増
え
た

よ
う
だ
。

・
停
戦
和
平
条
約
が
正
式
に
発
効
し
た
一

九
九
二
年
二
月
一
日
、
こ
の
日
、
Ｆ
Ｍ
Ｌ

Ｎ
ゲ
リ
ラ
た
ち
は
堂
々
と
首
都
サ
ン
サ
ル

バ
ド
ル
を
行
進
し
、
数
万
人
の
市
民
た
ち

の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
た
。
ゲ
リ
ラ
と
人

々
は
、
平
和
の
到
来
を
、
通
称
「
プ
ラ
ザ

シ
ビ
カ
」
広
場
で
翌
朝
ま
で
祝
っ
た
。

・
平
和
条
約
発
効
の
祭
典
。
首
都
サ
ン
サ

ル
バ
ド
ル
の
バ
リ
オ
ス
広
場
に
陣
取
っ
た

数
万
人
の
市
民
は
、
山
か
ら
降
り
て
き
た

Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ｎ
ゲ
リ
ラ
た
ち
を
熱
狂
的
に
迎
え

た
。

・
総
選
挙
運
動
中
の
右
派
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
党

の
集
会
で
発
砲
事
件
を
起
こ
し
、
Ｏ
Ｎ
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｌ
の
兵
士
に
連
行
さ
れ
る
少
女
。
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｌ
は
ト
ラ
ブ
ル
解
決
や
そ
の
発

生
防
止
に
効
果
的
な
活
動
を
続
け
て
い

る
。

・
一
九
八
〇
年
に
暗
殺
さ
れ
た
オ
ス
カ
ー

・
ロ
メ
ロ
大
司
教
の
追
悼
集
会
が
今
年
も

行
わ
れ
た
。
宗
教
と
政
治
と
の
間
に
立
っ

て
苦
し
ん
だ
彼
は
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に

限
ら
ず
、
民
主
化
運
動
を
進
め
る
中
米
の

精
神
的
な
支
柱
で
あ
る
。

・
農
村
で
は
、
内
戦
中
・
停
戦
後
で
も
変

化
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
マ
チ
ズ
モ
（
男

性
至
上
主
義
）
の
世
界
が
続
く
。
昼
は
畑

で
働
き
、
家
に
帰
っ
て
は
家
事
労
働
を
す

る
女
性
た
ち
。
内
戦
の
影
に
隠
れ
て
い
た

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
共
通
す
る
問
題
に
目

が
向
け
ら
れ
る
日
は
果
た
し
て
来
る
の
だ

ろ
う
か
。

・
一
〇
数
年
間
続
く
ス
ラ
ム
の
生
活
。
共

同
の
水
道
も
増
や
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
二

年
前
と
同
じ
姿
。
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
ハ
イ

ウ
エ
ー
沿
い
の
こ
の
ス
ラ
ム
は
、
外
見
は

整
え
ら
れ
て
い
た
が
、
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
て
み
る
と
、
そ
の
生
活
は
ほ
と
ん
ど
変

化
が
な
か
っ
た
。

・
薪
用
の
木
を
拾
い
、
家
路
を
急
ぐ
女
た

ち

働
く
こ
と
だ
け
が

人
生
の
す
べ
て

。

「

」

の
よ
う
な
女
性
た
ち
。

・
外
国
か
ら
の
訪
問
者
が
少
な
い
こ
の
国

で
は
、
旅
行
者
は
ど
こ
で
も
温
か
く
迎
え

ら
れ
る
。
市
場
で
も
路
上
で
も
、
市
民
の

活
気
あ
る
日
常
生
活
を
見
る
る
こ
と
が
で

き
る
。


